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4５ 
一九七三年一月二七日、パリにおいて北ペトナム、サイゴン政府、南ベトナム臨時革命政府、アメリカ合衆国の四
者が、ベトナム和平協定書に調印、いわゆ笏ベトナム戦争は一応の終結をみた。これまでに至る歴史的軌跡は三分の
一世紀にわたっているが、私たちが｝」の問題にはじめて関ったのは、一九五四年のジュネーブ会議である。ここでは、
ジュネーブでのイソドシナ休戦をめぐる会議を、新川報道を通し、新聞とその背後の送り手の平和に対する櫛えをみ
ようとした。朝川、毎川、読売、藤経、アカハタを溢料に、会議の経過にそって見出しの検討を行った。
その結果、アカハタ以外の四紙では、会議開偲前もその後も、一貫して会議の不成功を予想しており、中国の会
議の引き廻し混乱を中心に、悲観的雰囲気を作りだしている。その後、デイエンピエンフー陥落やホーチーミンの会
議への参加が、会議に明かるい見通しをもたらしたにもかかわらず、いっそうの会議の混乱と、共箙側についての反
一
、
は
じ
め
に
洲ベトナム和平協定と日本人の平和観（一九七一一一・五）
査
焔
谷
純
雄
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4６ 
感
を
印
象
づ
け
る
報
道
を
続
け
た
。
し
か
し
、
事
実
は
協
定
の
成
立
で
終
っ
て
い
る
。
歴
史
的
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
は
爽
行
さ
れ
ず
、
南
北
ペ
ト
ナ
ム
は
そ
れ
以
降
泥
沼
化
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
新
聞
報
道
の
送
り
内
容
は
、
会
議
の
内
容
や
方
向
の
論
理
的
見
通
しを欠き、各国間のやりとりを、現象的なかけひきとしてクローァッブしていた。この報道態度のパターンは、それ
以降もこの極の記事報道の一貫した基調となっている。それを、私たちは「六七年処分問題調査」「よど号調査」
（社会労働研究、第一七巻）などの調査によって砿めた。ただし、報道内容は六○年代を経過し七○年代に入沿中で、国
際関係の変化（冷戦という国際緊張の解消の方向）が、送り内容の枠細みに役映し、五四年当時のような北からの脅威と
いった直接法は影がうすれた。とはいえ、よど号事件に見られたような近代化された日本イズムや、自由主義諸凪の
体制イデオロギーが形を変えて、その背後に反映していあ一」とは兇のがせない。
今回の調査は、一九五四年以来実施してきた調査（それぞれ解き口がちがうが）を前提に、その一応の結論として
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
我
わ
れ
に
定
瀞
し
た
か
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
＊
 
＊
 
調
査
月
的
叩
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
を
機
に
、
伐
わ
れ
が
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
を
ど
う
把
え
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
米
宏
保
条
約
の
将
来と意識の面でどう関連しているかを明らかにし、日本人の平和観を考え為手がかりにする。ベトナム戦争観につい
て
の
調
査
は
、
一
九
六
六
年
に
一
皮
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
れ
と
の
比
較
で
検
討
す
あ
。
さ
ら
に
、
和
平
協
定
の
報
道
趾
の
分
析
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
と
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
の
受
け
内
容
と
の
関
わ
り
を
見
る
。
方
法
叩
質
問
紙
法
を
つ
か
い
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
観
、
停
戦
協
定
当
時
者
の
知
名
、
マ
ス
コ
ミ
に
幾
場
し
た
人
物
の
知
名
と
そ
の
印
象
／
日
米
安
保
条
約
の
将
来
に
関
す
為
意
見
を
剛
く
。
サ
ン
プ
ル
（
数
）
叩
都
立
普
通
高
校
生
九
○
名
、
大
学
生
（
法
政
）
’
五
六
名
、
主
婦
一
二
四
名
、
こ
の
ほ
か
看
護
学
院
生
四
六
名
、
組
織
労
働
者
七
○
名
。
災
査
期
間
叩
一
九
七
三
年
四
’
五
月
。
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比
較
デ
ー
タ
“
質
問
紙
を
つ
か
い
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
観
を
き
く
。
サ
ン
プ
ル
（
数
）
叩
主
婦
一
六
四
名
、
高
校
生
二
三
四
名
。
一
九
六
六年実施。
六六年調査に川いた選択肢を過去形にかえて使用した。
い
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
解
決
は
、
米
軍
が
一
刻
も
早
く
撤
退
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
に
自
ら
の
道
を
選
ぶ
権
利
を
与
え
る
以
外
に
は
な
いと考えた。（榊造的把握）
ロ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
残
虐
な
侵
略
に
対
す
る
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
正
義
の
戦
い
で
あ
る
。
私
は
ペ
ト
ナ
ム
人
氏
の
立
場
を
支
持
し
、
こ
の
侵
略
に
手
を
か
す
日
本
政
府
の
危
険
な
政
策
に
対
し
て
は
、
私
の
で
き
る
行
動
で
ど
こ
ま
で
も
反
対
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
（
実
践
的
把
握
）
ロ、ベトナム戦争は、本質的には米中ソを中心とする世界勢力の葛藤による戦いであるから、簡単に解決すること
ば
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
こ
の
葛
藤
が
続
く
か
ぎ
り
、
ど
こ
か
で
ま
た
同
じ
意
味
を
持
っ
た
戦
争
が
起
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
（
客
観
主
義
的
把
繼
ｌ
い
わ
ゆ
る
代
議
争
観
）
側
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
話
に
接
す
る
に
つ
け
、
ど
う
し
て
人
間
同
志
が
互
い
に
殺
し
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
っ
て
悲
し
く
な
っ
た。｜日もはやく平和解決の道が開かれるのを願っていた。（心情悲しみ）
国、アメリカがペトナム人民に不当な攻撃をしかけていることに対して、心底から憤りを感じていた。アメリカは
爆撃を続けながら、よくもいろいろ要求できるものだと思っていた。（心情怒り）
二
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
観
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くか（ｕ
り、、
ミーノ－▲谷
㈹、アジアにおける新しい日本の位置を思い、我が国の国家利益を考えた場合、あくまでもアメリカの外交政策を
支持すべきだと思った。（順体制）
㈹、ベトナム戦争は、非常に複雑な国際関係のもとで起った不幸な事件であるから、いまただちにどちらが正しい
か、正しくないかを判断することはできない。むしろ早急な判断は差し控えた力がいいと思っていた。（判断みお
|囮
４
】
江苓升ｗＴ
「
－
－
－
－
－
－
－
－
－
１
１
１
㈹
、
そ
の
他
＊
＊
 
六六年の調査では、主姉府を三グル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
て
み
た。（図Ｉ参照）
まず、Ａグループ（草の実の会働、
伝
え
合
い
の
密
度
の
高
い
集
団
）
で
は
、
Ｈ榊造的把握が最も高率で（三一一一・
一一一％、）次いで㈹心冊悲しみ（二九・
七
％
）
’
○
実
践
的
把
握
（
二
二
・
二
％”）の順になっている。Ｂグループ
（
職
業
、
サ
ー
ク
ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
家
庭
外
の
集
団
で
話
し
合
う
機
会
の
多
い
ク
ル
ー
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プ
）
で
箇
心
慈
し
み
（
四
六
・
八
％
）
１
塁
観
主
義
的
把
纏
（
二
三
・
四
船
）
１
日
襲
的
把
繊
（
一
四
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
．
Ｃ
グ
ル
ー
プ
（
蒙
塵
内
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
）
で
は
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
同
様
卿
心
怖
悲
し
み
（
隅
○
・
○
％
）
１
塁
観
主
義
的
把
臘
（
’
八
九
％
）
ｌ
羅
造
的
把
握
（
’
一
・
一
％
）
と
な
り
次
い
で
㈹
判
断
み
鑓
く
り
が
同
率
で
選
択
さ
れ
て
いる。通覧すると、家庭外でのグループ活動を秋極的に行っているＡグループでは、「櫛造的・実践的」な把え方が
高
く
、
Ｂ
・
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
な
る
に
従
っ
て
こ
の
傾
向
が
減
少
し
、
心
情
反
応
や
事
件
の
外
延
を
な
ぞ
る
よ
う
な
客
観
的
傾
向
が
瑚
加
し
いる。誠
高く、、
ている。
これらの主姉達の家に居る商校生の意見をみると、主姉に比較して、日榊造的把握が二二・二％と商く、その分仰
心情悲しみ（二八・六％）が低くなっていることが特徴である。また、㈹判断みおりが主婦六・七％に比べ、一二・
％
と
高
い
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
さ
ら
に
男
女
差
が
目
立
つ
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
（
今
回
の
調
査
で
は
性
差
は
ほ
と
ん
ど
兄
ら
れ
な
か
図IＩ
6６ 7３ 
その他・ＮＡ
Ｏ 
判断みおくり
順休矧
心情怒り
ＩＤ､傭悲しみ
客観主義
実践
橋造
的
的
・
た
）
・
泌
子
は
、
㈹
柵
誇
肥
樫
Ｉ
御
心
臓
的
悲
し
み
１
口客観主義の順に支持率が高いのに対し、女子では、卿
心
懇
し
み
１
塁
劉
襄
的
把
搬
’
㈹
榊
職
的
仙
鰹
と
な
り
、
男
子
の
「
構
造
的
把
握
」
と
女
子
の
「
心
怖
悲
し
み
」
が
極
だ
っ
た
対
照
を
み
せ
て
い
る
。
＊
＊
 
六六年と今回の結果を全体で比較してみると（図Ⅱ参
照
）
、
前
回
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た
側
心
情
悲
し
み
は
後
退
し
、
口
客
観
主
義
的
把
握
Ⅱ
代
那
戦
争
観
が
今
回
肢
も
高
い
支
持
を
3３．４ 
19.0 
５．３ 
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／ 
＝ 
〆
Hosei University Repository
5０ 
狼得している。また日櫛造的把握、ロ実践的把握も伸びている。前回の判断みおくりと無回答は、今回は容観主義的
把
握
に
流
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
胴
別
に
み
る
と
毒
で
は
、
羅
誇
腿
掘
－
－
塁
観
素
的
把
耀
ｌ
㈲
心
愉
悲
し
み
の
噸
に
な
っ
て
お
り
、
「
蕊
的
仙
鰹
」
で
は
前
回
の
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
水
準
に
せ
ま
っ
て
い
る
。
（
図
Ⅲ
参
照
）
今
回
の
主
婦
属
性
は
、
前
回
の
Ｂ
・
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と
同
質
で
あ
図
Ａ 
商校生
、＝９０
Ⅱ
Ⅱ
 
■
 大学生､＝156 
主蝿
、＝１２４
ま
っ
て
い
る
。
（
図
Ⅲ
参
照
）
今
回
の
主
婦
属
性
は
、
前
回
の
Ｂ
・
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と
同
質
で
あ
る。さらに、㈹心僻悲しみは減少し、Ｑ突践的把握では、前回のＢ・Ｃグループで
は兄られなかったが、第四番目に選ばれている。
だ
が
一
織
校
生
で
は
、
｜
辮
側
に
燭
心
柵
悲
し
み
、
次
い
で
星
馴
主
鑓
的
把
蝿
’
㈹
鑑
的
把握となっており、前、の則子クループと比較すると、臼榔造的把握で後退し、そ
の
ぶ
ん
「
心
慌
悲
し
み
」
と
「
容
観
主
義
的
把
握
」
に
ズ
レ
て
い
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
前
回
の
女
子
グ
ル
ー
プ
、
主
婦
Ｂ
・
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
近
似
し
て
お
り
、
高
校
生
全
体
と
し
て
み
る
と
か
な
り
の
後
退
が
あ
と
づ
け
ら
れ
る
。
大
学
生
は
、
全
休
の
巾
で
舷
も
臼
心
怖
悲
し
み
が
低
く
反
対
に口容観主義的把握が四○％あり、これは蚊も商率である。しかし、今回の主姉屑
と比較してみると、、柵造的把握（主姉一一一三・一％、大学生二五・六％）、災践的
把楓（主姉一三・七％、大学生九・六％）とペトナム戦争へのかかわりという面で
は弱いといえる。
六六年から七三年までの七年の軌跡は、主婦においては、当時少数派であった活
助的主姉グループＡ型の傾向が一般的なものとして定満しつつあるように思える。
逆
に
高
校
生
で
は
、
一
方
で
マ
ス
コ
ミ
特
有
の
価
値
軸
の
不
明
雌
な
客
観
主
義
的
緬
向
が
強
ま
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本
来
、
停
戦
当
時
囚
は
ペ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
、
サ
イ
ゴ
ン
政
府
、
北
ペ
ト
ナ
ム
の
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
の
介
入
に
よ
っ
て
そ
の
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
ゴ
ン
政
府
は
似
偶
と
し
て
後
方
に
お
し
や
ら
れ
た感があった。そこで、各当時国の名称の接触皮を「良く肌く」「たまに聞く」「殆んど聞かない」「全然間かない」
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
整
理
し
て
み
た
。
（
図
Ⅳ
参
照
）
「良く側く」順に並べてみると、「アメリカ合衆国政府」八○・七％。次いで「南ペトナム共和国臨時革命政府」
六一・五％、「ベトナム民主共和国政府」一一一六・四％、「ペトナム共和国政府」三六・○％となっている。「たまに
聞く」を含めると、全休の七○％以上の者が四者に接しているシ」とが分かる。一般にはアメリカは別にしてその他の
国は、ペトコン、北南ペトナムの呼称で接触皮が高いはずである。その中で、「南ベトナム共和国臨時革命政府」の
「よく聞く」「たまに聞く」をあわせると八六・六％に達している所を見ると、この名称に意外に強い印象をもった
り
、
他
力
そ
れ
が
櫛
造
的
実
践
的
把
握
に
ぬ
け
て
い
か
ず
、
心
傭
的
反
応
に
自
足
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
学
生
の
反
応
が心怖悲しみに低率であることはうなずけるが、ベトナム戦争の全休櫛造を把える地平までに進まず、客観主義的把
握Ⅱ代皿戦争観に傾斜していることは注目させる。
た
だ
、
木
調
査
が
一
応
の
終
結
を
み
た
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
っ
た
た
め
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
了
解
が
マ
ス
コ
ミ
の
提
供
し
た
準
拠
枠
に
よ
っ
て
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
六
六
年
調
査
時
の
「
判
所
み
お
く
り
」
や
「
無
回
答
」
が
今
回
減
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
三
、
停
戦
当
時
者
の知名度
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図Ⅳ
<きく＞ <きかない＞
全然きかない
） 
四
、
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
た
人
物
の
知
名
度
と
報
道
量
報道量叩分析期間は、米大統領選挙でのニクソン再選報道（七二年一
一月二八日からベトナム和平協定締結報道七三年一月二八日）までのベ
ト
ナ
ム
関
連
記
事
と
し
た
。
新
川
は
読
売
新
川
を
使
用
。
分
析
内
容
、
ベ
ト
ナ
ム
関
述
記
珈
数
、
報
道
巾
に
議
場
す
る
主
要
人
物
数
ご
記
小
中
同
一
人
物
名
が
何
度
川
現
し
て
も
一
と
し
て
計
算
）
、
紙
面
別
の
記
事
数
、
情
報
の
出
所
、
な
ど
を
量
的
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
上
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
全
休
に
大
学
生
は
各
当
時
国
の
知
名
度
が
高
い
。
た
だ
し
、
被
験
者
は
当
時
国
の
四
者
に
一
応
の
知
見
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
停
戦
時
点
で
の
正
確
な
認
知
率
を
さ
ぐ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
、
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
と
い
う
呼
称
に
若
干
の
混
乱
が
あ
っ
た
の
で
は
な
いかと推測される。とはいえ、停戦協定当時国の知名のトップにアメリ
カ
が
、
四
番
目
に
ペ
ト
ナ
ム
共
和
国
政
府
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
接
し
た
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
不
均
衡
を
兇
せ
興
味
深
い
。
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
た
当
時
国
の
主
要
人
物
の
知
名
度
を
み
る
と
、
図
Ｖ
の
よ
う
な
煩
に
な
る
。
ニ
ク
ソ
ン
の
知
名
が
鮫
も
高
く
九
五
・
九
％
を
示
し
、
ほ
と
ん
ど
の
＊ 
＊ 
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頻度＞
人
が
ベ
ト
ナ
ム
に
関
連
し
て
ニ
ク
ソ
ン
の
名
を
聞
い
て
い
る
。
以
下
ア
メ
リ
カ
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
ま
で九○％以上の人が知っているとする。
図の右側の数値は、協定までの三ヶ月間に読売新
聞に出現した、これら人物の概成比を示したもので
あ
る
。
知
名
度
と
非
常
に
み
ご
と
に
相
関
し
て
い
る
こ
と
が
分かる。報道された人物の延べ回数をとると、頻度の
高
い
者
ほ
ど
織
成
比
が
増
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
人
物
の
知
名度は、過去のベトナム報道の中で重層的に積み重
ね
ら
れ
、
我
わ
れ
の
中
に
定
着
し
て
い
る
も
の
で
上
位
に
あ
る人物の報道量の多さを予想させる（一九六七年に
東大新聞研の調査では、ベトナム戦争の一一ユースソ
ー
ス
の
六
三
％
は
ア
メ
リ
カ
側
の
も
の
だ
と
い
う
デ
ー
タ
ー
を提出しているが、今回の調査では、和平交渉がパ
リ
に
移
り
全
当
時
者
が
列
席
し
た
こ
と
か
ら
も
、
報
道
の
ア
メリカ側の比める割合はダウンしている八後述Ｖ）○
キ
ッ
シ
ソ
ジ
ャ
ー
に
次
い
で
三
番
目
に
、
チ
ュ
１
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
が
あ
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
知
名
度
が
高
い
。
協
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変－１
スアン・トイ
定の北ベトナム、臨時革命政府側の交渉者であった
顧ト間、ピン外相はそれぞれ知名度が低い。ただ、
これまでの中でロジャースが報道量のわりに知名度
が
高
く
、
同
じ
傾
向
が
ピ
ン
外
相
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
を
引
く
。
以
下
、
ト
イ
代
表
、
ド
ン
北
首
相
、
チ
ン北外相、ラム南外相と当時国の主要人物の知名度
は
低
率
で
、
全
体
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
南
ペ
ト
ナ
ム
の
チ
ュ
ー大統領が強く定着していることが特徴的である。
報
道
量
の
分
布
新
聞
紙
上
に
登
場
し
た
人
物
を
、
紙
面
に
み
る
と
（
表
Ｉ
参
照
）
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
取
扱
い
が
極
だ
っ
て
い
る
。
一面一一四、国際・外交面一三二、その他となって
いる。それに対してチュー大統領は、一面五七、国
際
面
一
三
二
と
、
記
載
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
八
二
対
二
二
六
と大きな相異はみられないが、紙面のあつかいでは
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
を
ク
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
特
使
へ
イ
ク
も
、
一
面
あ
つ
か
い
の
比率が高い。
jｆ 一団 国際・外交 内政･二面(夕） 杜１ｍ 三面 その他
ニクゾン ２９３ 90 1３３ ６１ ３ １ ５ 
キプシンソャー ２８２ １１４ 1２０ ６０ ５ １ ２ 
,にユン･パン･チュー ２２６ ５７ 】３２ ３３ １ 0 ３ 
ロソヤース ２５ ００ １１ 0 0 0 0 
レ・ドク・ト １８８ ０３ ７８ ８３ ３ Ｉ 0 
グエン。+・ピン ５５ 10 ２６ 11 Ｉ Ｉ 0 
ヘイグ ９０ ８０ ３８ 1６ Ｉ ０ １ 
ﾄ ６２ ３７ １７ 8 ０ ０ 0 
ファン・パン・Ｉﾚン 1３ １ ８ ４ 0 ０ 0 
グエン･ズイ・チン １２ ７ ０ １ ０ ･0 0 
チャン゜パン･ラム ４７ １７ ２３ ６ 0 】 0 
(翼、）
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また卜顧問は、｜面八三、国際面七八、その他。トイ北ベトナム代表は、一面三七、国際面一七、その他で、民主
共和国政府の動きを比較的重視した形跡がある。しかし、卜顧問、トイ代表ともに絶対的記載鼠がキッシンジャー比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
二
、
三
分
の
一
に
し
か
満
た
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
それにしても、この報道趾の分布は、私たちのペトナム戦争観を米中ソの葛藤を中心においた、代班戦争観に傾け
る要素を暗示させている。実際チュー大統領の知名度、報道趾が高いにもかかわらず、その輪郭が非術に不明瞭であ
,図Ⅵ る（後述）。
国内一
（3.7％ 
記事
ＴＯＴＡＬ 
〈1157〉 ＊
 
＊
 
一
月
八
日
か
ら
協
定
調
印
ま
で
の
全
記
事
数
は
特派員
支局
(38.5％） 
<通信社〉
日本
(14.9％） 
共産圏
(3.0％） 
<通信社〉
西側
(39.8％） 
一五七にのぼっている。る。
（
図
Ⅵ
参
照
）
二
月
、
一
月
は
一
ケ
月
全
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
は
い
な
い
が
、
｜
｜
月
一
九
六
、
一
二
月
四
一
四
、
一
月
五
四
四
と
急
激
な
記
載
量
の
伸
び
が
み
ら
れ
る。紙面別では、国際面（主に朝刊）が五四・九
％
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
一
面
二
四
・
八
％
、
内
政
面
・二面（夕刊が主となる）一七・八％以下三面、
社説、その他となっている。報道内容をみると、
一面では和平交渉の報告が、国際面、夕刊の二面
ではペトナムにおける戦闘状況の記戦が主になっ
ている。フーュースソース」をみると、当該新聞
社
の
記
者
に
よ
る
記
事
は
全
体
の
三
分
の
一
し
か
占
め
て
内政･二面
(17.8％） 
一面
(24.8％） 
国際･ﾀﾄ交
(54.9％） 
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い
な
い
。
そ
の
他
を
外
部
珈
偏
礼
に
依
存
し
て
い
る
。
全
体
を
兄
沿
と
外
岻
の
占
め
る
比
は
四
二
・
八
％
と
鮫
も
多
く
、
次
い
で
特
派
口
・支局報侮三八．・五％、日本の通儒社一四・九％となっている。洩りは国内の解説記事や論説、写真特柴などである。
外電の中でも、タスとか新華社などの共箙圃側からの記小は、全体の三％にしか満ず、のこり三九・八％は西側の
通
億
社
に
よ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
主
喫
迦
儒
社
の
比
を
あ
げ
る
と
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
（
フ
ラ
ン
ス
）
二
・
九
％
、
Ａ
Ｐ
（
ア
メ
リ
カ
）
一
○
・
六
％
、
ロ
イ
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）
五
・
四
％
、
Ｕ
Ｐ
Ｉ
（
ア
メ
リ
カ
）
四
・
三
％
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
分
布
は
、
当
然
私
た
ち
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
０
０
０
０
０
０
 
６
５
４
３
２
１
４
０
 
－
一
一
一
一
一
’
一
認
知
の
枠
組
み
を
決
定
し
て
き
て
い
る
。
と
く
に
和
平
協
定
が
四
当
時
個
に
よ
っ
て
図Ⅶ
ニクソンの印興(Ｎ＝ｲ86）4０ 
ｌＡ－１;Ｉ 
強･－.鮒
ｌｖＩ－－Ｉｉ 
ｈ－－Ⅱ 
3０ 
2０ 
宮'二１０ (%） ０ |~ ■｜ Ｆ＿」や
や
小えない
ど
ち
ら
と
も
や
や 非赫
に悩欝ゼ蝋ｊｗ
ｍ;：朝；Wijl異蕊鯉鰯
る度ＩＭＩ静で灯１雁スれろてイｑｊＩＵ
がの隅の洲名か。でくい組
、高法四べ人めミ、ペ浴ろ
アい￣つた物らの通ぎのを
ジニへの人のれ腿信もに沢アク図指物向】た供社の、定
のソⅦ標の象。し経で北し
政ソ参を名て路あぺて
治、照つ々ざのろトざ
家キ、‐／かのた情･ｿ・て
にツレ、印二報我ムい
つシ、象ユをわ、る
ぃソプをｌｌＨ１れ脇。
M(ドリイ鳧蛾ｉｉ霊＃城；Iiiii鯏
なるみ強、てのの定幽藤’ilfⅦ二&
しはた弱にこ↑瀞１当
か非。、ゆと報ス時持常へ｜ﾘ］がにに｝Ｉ（個尼曝凰’棚掌吸膿
いかば暗い。るなつ
なに五、るここさて
、
②〃／ 
一一当「￣
 
、平 （ 
､ 
‘ 〃 (、､人 １ ０ （ 
二 ソ ､ヘ、牛、← 
可
０ 
笘剴
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ニ
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
は
、
不
快
、
強
／
略
、
動
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
も
傾
向
は
同
じ
で
あ
る
が
、
ニ
ク
ソ
ン
ほ
ど
不
快
、
強
イ
メ
ー
ジ
は
強
く
な
い
。
ま
た
、
動
イ
メ
ー
ジ
は
鮫
も
高
く
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
〃
動
き
ま
わ
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
“
の
姿
は
定
着
し
て
い
た
と
い
え
そ
う
で
あ
ゐ
。
そ
の
た
め
か
、
ニ
ク
ソ
ン
の
賭
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
明
暗
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
と
い
う
回
答
が目立っている。アジアの政治家の中で知名度が最も高かったチュー大統領は、以外なことに四つの指標とも「どち
ら
と
も
言
え
な
い
」
に
集
中
し
輪
郭
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ニ
ク
ソ
ン
型
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
が
と
も
か
く
、
チュー大統領に対する知名度が、その人物像にせまっていなかったことは注目すべきである。そこにアメリカの陰と
してあった南ペトナム（チュー大統緬）が認められるといっても言いすぎではないと思う。以下ピン外机、ト顧問も
印
象
は
不
明
瞭
で
あ
あ
。
し
か
し
、
傾
向
と
し
て
は
、
快
、
強
、
明
、
動
の
印
象
が
認
め
ら
れ
る
。
と
く
に
、
快
’
不
快
、
明
１
階
で
は
前者三人と好対照を示している。
前
項
で
は
報
道
量
の
歪
み
指
摘
し
た
が
、
も
う
一
歩
た
ち
入
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
が
ア
ジ
ア
の
政
治
家
像
を
ぼ
や
け
さ
せ
て
い
る
と
い
う受け内容の歪みをつくりだしていあととが分かる。それは、チュー大統領の印象にみたように、報道の餓的な問題
だ
け
で
な
く
、
送
り
内
容
の
猛
的
な
盃
み
を
推
測
さ
せ
る
。
＊
 
＊
 
人物の印象に光だち、質間紙では和平協定前文を引き、重要だと思う所に線をひいてもらっている。この結果「基
本
的
民
族
権
」
「
自
決
権
」
の
一
方
ま
た
は
両
方
に
線
を
ひ
い
た
者
は
六
三
・
四
％
あ
っ
た
。
と
く
に
大
学
生
で
は
七
一
・
八
％
あ
り
、
全
休
と
し
て
民
族
自
決
権
に
並
点
を
置
い
て
和
平
協
定
。
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
臨
時
革
命
政
府
の
知
名
の
高
さ
は
前述したとおりである。にもかかわらず、アジアの政治家の印象が不明瞭であるのは一種の矛盾である。これは、一、
の
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
観
の
お
わ
り
で
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
一
応
の
了
解
が
被
験
者
に
つ
い
て
し
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高
校
生
の
場
合
、
有効回答数（無記入、ＤＫをのぞく）六七のうち、心情表明が最も多く三三、次いで脱関心一八、
対象規定一六となっており、主体的な問題としてペトナム戦争との関係を言っている者はみあたらなかった。
「
心
悩
衣
川
」
の
中
で
代
表
的
な
も
の
は
、
「
戒
接
、
ｎ
分
に
関
係
の
な
い
と
と
だ
と
い
う
節
三
者
的
立
場
と
し
て
み
て
き
た
よ
う
に
思う。しかし、戦争などというものはたとえペトナム戦争であろうとなかろうとイャダノ・・・…・」と「脱関心」に足に
ふ
み
こ
み
な
が
ら
、
戦
争
一
般
に
対
し
て
の
拒
否
を
を
い
っ
て
い
る
も
の
。
ま
た
「
国
と
囚
の
む
ず
か
し
い
問
題
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
それよりもなぜ人と人とが殺し合わなければいけないのか、人間という動物は仲間を殺してどうしようというのか、
という問趨を考えさせられた」というように、ベトナム戦争の問題を人間の殺し合いに還元してしまうような、「ヒュ
ーマニズム」が見られた。これは、心傭悲しみの表明に多く見られたパターンである。もう一つは「戦争について考え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
か
「
平
和
の
尊
さ
を
お
し
え
て
く
れ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
ど
う
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
か
、
何
故
尊
い
の
か
と
い
う
論
証
（
過
祝
）
ぬ
ぎ
の
川
答
で
あ
る
。
こ
の
衿
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
う
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ぜ
と
い
う
こ
と
が
一
向
に
伝
わ
こ
こ
で
は
コ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
要
す
る
に
ど
う
い
う
戦
争
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
ペ
ト
ナ
ム
職
争
と
の
か
か
わ
り
を
画
附
し
、
自
川
記
入
し
て
も
ら
っ
た
も
の
を
、
主
体
的
把
掘
、
対
象
規
定
、
心
价
衣
川
、
脱
関
心
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
整
皿
した。
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
知
識
と
し
て
の
定
蔚
は
あ
る
も
の
の
、
自
分
の
も
と
し
て
再
組
織
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
六
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
か
か
わ
り
方
、
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っ
て
こ
な
い
主
観
的
な
表
明
と
い
え
よ
う
。
「
心
竹
表
明
」
と
い
う
よ
り
「
脱
関
心
」
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
意
見
は
「
粁
段
は
あ
ま
り
考
え
こ
と
が
無
い
が
」
「
良
く
分
か
ら
な
い
が
」
「
戦
争
と
い
う
も
の
を
体
験
し
て
い
な
い
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に
、
質
問
さ
れ
た
か
ら
あ
ら
た
め
て
考
え
直
す
と
い
っ
た
「
脱
関
心
」
型
に
近
い
。
数
は
少
い
が
、
「
私
た
ち
と
同
じ
こ
れ
か
ら
の
世
界
平
和
を
し
よ
っ
て
立
と
う
と
す
る
数
多
く
の
青
年
や
子
ど
も
達
な
ど
、
数
し
れ
ぬ
人材をうばったにくい戦いだと思う。両ペトナムが一番損をしていることに気づいていないのだろうか」などという
「
心
怖
怒
り
」
（
二
例
）
や
、
コ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
に
利
川
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
ペ
ト
ナ
ム
人
の
戦
い
な
の
に
若
い
ア
メ
リ
カ
人
が
戦
争
で
死
ん
だ
り
、
戦
争
が
い
や
で
カ
ナ
ダ
に
逃
げ
た
の
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
ら
懲
役
に
な
る
と
い
う
。
Ⅱ
水
は
戦
争
を
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
Ⅱ
本
の
川
の
中
で
や
っ
て
い
な
い
か
ら
の
こ
と
で
、
よ
く
夜
な
の
に
戦
闘
機
が
飛
ん
で
く
る
」
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
若
い
兵
士
に
対
す
る
同
感
と
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
日
本
と
の
関
連
を
自
分
の
実
感
に
そ
く
し
て
記
述
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
た
（
被
験
者
の
高
校
は
立
川
基
地
に
近
接
し
て
い
る
）
。
米
軍
基
地
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
事
例
は
他
に
二
、
あ
っ
た
。
「
心
情
表
明
」
で
も
悲
し
み
は
泳
喚
的
で
、
そ
の
中
に
日
足
し
ま
い
が
ち
な
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
怒
り
は
「
そ
ん
な
無
力
な
も
の
を
殺
す
椛
利
が
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
か
、
ペ
ト
ナ
ム
人
だ
っ
て
生
き
る
権
利
は
あ
る
は
ず
」
と
い
う
よ
う
に
人
様
に
つ
い
て
言
及
す
る
よ
う
な
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
「
主
体
的
把
握
」
接
近
す
る
。
「対象規定」の例は、「大国間の争いである」あるいは「資本主義と社会主義国間の利諜衝突である」という客観
主義的把握が最も多く紋切型の記述が目立つ。ベトナム人の自主権、民族権についての記述は見られず、「対象規定
」
と
い
っ
て
も
、
「
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
は
非
常
に
複
雑
な
国
際
関
係
が
も
と
で
お
こ
っ
た
。
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
分
節
度
が
低
い
。
高
校
生
の
場
合
、
対
象
規
定
が
榊
造
的
に
全
休
の
本
質
を
兇
ま
わ
し
、
主
体
的
な
問
題
に
ぬ
け
る
回
路
が
兇
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
心
怖
衣
川
」
派
に
こ
の
傾
向
が
見
え
為
。
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6０ 
大学生の場合打効記入率が低く、総数三九。そのうち、「対象規定」二二、「心情表明」一二「脱関心」五となり
商校生と比較すると、「脱関心」が低く「対象規定」が商くなっている。ここでも「主体的把握・実践的把握」は見ら
れなかった。ただ観念的ではあるが「アメリカのペトナム侵略戦争の片棒をかついだ日本の一国民として、歴史的に
そのらく印がおされた。なぜならアメリカ、川本政府に反感を持ちながらも一切の行動もとらなかった」という自分
のマイナスのかかわりを記述した例一がみられた。
「対象規定」では高校生と同様、「米中ソの大国による経済侵略戦争」という代現戦争観がみられる。また「アメ
リ
カ
の
帝
掴
主
義
的
侵
略
戦
争
」
と
い
う
記
述
が
Ｈ
立
っ
て
い
る
。
向
校
化
に
比
べ
る
と
言
梁
の
密
肛
が
商
い
と
は
い
え
る
が
、
内
容
的
に
は
紋
切
型
が
多
く
質
的
に
は
か
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
「
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
戦
争
で
あ
り
、
民
族
の
向
決
を
お
か
し
て
い
る
。
そ
れ
に
Ⅱ
本
国
政
府
は
協
力
し
て
い
る
…
…
」
と
い
う
高
校
生
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
ペ
ト
ナ
ム
人
氏
の
民
族
自
決
を
問
題
に
し
た
構
造
的
記
述
が
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
（
六
例
）
。
「
心
附
表
明
」
で
は
脱
関
心
に
近
い
も
の
が
多
い
。
心
怖
怒
り
の
表
明
は
高
校
生
に
比
べ
て
術
く、心情悲しみと同率でみられた。高校生の場合には、「心情表川」が数は少一ないが、「主体的把握」への広がりを
み
せ
た
が
、
大
学
生
に
は
と
の
傾
向
は
な
く
、
む
し
ろ
心
怖
表
川
を
前
提
に
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
の
柵
避
に
言
及
し
て
い
る
例
が
二
あ
っ
た
と
み
せ
た
が
、
大
学
岬
と
は
注
意
を
引
く
。
主姉は回韓数三一の内、「心怖表明」一五、「対象規定」一四、「主体的把握」二となっており、「脱関心」がみら
れない。「心慌表明」では、商校生、大学生に兄られなかったｎ分の戦争体験や家庭でのけ親の立場をペトナム戦争に
ダブらせ、怒りや悲しみを記述している例がみられる（六例）。「ベトナム人民の一」とを思うと、自分の幼ない頃を
想
い
起
し
胸
揃
む
思
い
だ
っ
た
。
な
ん
と
か
し
た
い
と
願
っ
て
も
、
ｎ
分
が
そ
れ
に
か
か
わ
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
た
。
川
本
だ
ってこのようなⅢ々がくるのではないかと心配になる」など、心怖悲しみをテコに主体的なかかわりを考えざせられ
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6１ 
る
力
向
を
も
っ
た
意
見
で
あ
る
。
ま
た
「
他
人
事
で
な
く
い
つ
Ⅲ
本
も
ま
き
込
れ
る
か
と
不
安
な
気
が
す
る
」
な
ど
、
将
来
の
体
験
と
し
て予感している。全休に「心附表明」は、「脱関心」にズレず、自分の体験や生活実感につなげて考えていることが注目
される。「対象規定」では、「大国間の戦争」「共産主義国と資本主義国との争い」という客観主義的記述が八例。
のこりは六例は、大学生の場合にみられたように構造的な記述であった。これは大学生よりも比率が高い。「主体的把
握
」
は
、
高
、
大
学
生
と
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
構
造
的
に
把
握
し
た
う
え
で
「
…
…
ベ
ト
ナ
ム
の
人
達
に
日
本
人
と
し
て
何
か
で
き
る
か
を
慨
親
と
し
て
行
っ
て
い
く
」
と
決
意
を
表
明
し
た
も
の
『
「
今
ま
で
実
際
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
続
け
て
い
く
」
と
い
う
記
述
が
一
あ
っ
た
。
こ
の
二
例
は
、
と
く
に
け
親
の
立
場
か
ら
の
発
言
で
「
心
怖
表
明
」
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
自
分
の
生
活
の
場
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
通
覧
す
る
と
、
主
婦
の
場
合
「
心
情
表
明
」
「
対
象
規
定
」
に
し
て
も
、
自
分
の
体
験
を
土
台
に
主
体
的
か
か
わ
り
へ
の
広
が
り
を
み
せている。また若干ではあるが、主体的把握がみられた。これに対して青年層は、「脱関心」が多くそれをひきづり
ながら「心情表明」と「対象規定」に分極化する傾向がある。とくに客観主義的把握Ⅱ代理戦争観という枠組みに強
く
引
き
づ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
同
校
生
の
怒
り
の
表
肌
が
人
椛
や
韮
地
の
問
題
に
関
連
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
｝
」
と
は
許
川
さ
れ
る
。
大
学
生
は
、
脱
関
心
心
勝
派
と
、
知
識
と
し
て
対
象
を
規
定
す
る
二
力
向
が
多
く
み
う
け
ら
れ
た
。
＊
 
＊
 
このベトナム戦争観との関連でみると、構造的な把握をしながら、ここでは代理戦争観や脱関心にズレるものが目
についた。構造的把握は、ややもすると主体的かかわりを抜きにした客観主義に転化する危険があることが認められ
た
。
し
か
し
、
少
数
派
だ
が
、
容
観
主
義
が
民
族
権
支
持
に
か
か
わ
る
記
述
や
、
心
情
悲
し
み
が
怒
り
に
反
転
し
た
例
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
蘭
間
紙
そ
の
も
の
が
一
つ
の
働
き
か
け
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
二
で
兄
た
よ
う
な
支
配
的
傾
向
に
対
す
る
抵
抗
の
可
能
性
を
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他
示
す
正
要
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図Ⅷ 七、
日
米
安
保
条
約
の
将
来
に
関
す
る
意
見
ここでは、日米安保条約の将来について、廃棄論、
廃棄強化維持修正 その他ＮＡ(％）
ＴＯＴＡＬ 
Ｎ＝486 
３０．０ 構造的、＝１２０
実践的
、＝４１
｢１ 
１１ 客観主義、＝１５８
心怖悲しみ
、＝106
維
持
修
正
論
、
強
化
論
の
代
表
的
意
見
を
選
択
肢
に
支
持
率
を
み
た
。
全
休
で
は
「
廃
莱
」
四
三
・
四
％
、
「
維
持
修
正
」
三
五
・
八
％
と
な
り
「
強
化
」
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
二
・
九
％
）
（
図
参
Ⅷ
照
）
層
別
には、高校生の五七。八％が「維持修正」、「廃棄」は低く二五
・
六
％
で
あ
っ
た
。
大
学
生
で
は
、
「
廃
棄
」
五
○
・
六
％
，
「
維
持
修
正
」
三
四
・
六
％
・
主
婦
は
「
廃
莱
」
五
三
・
二
％
、
「
維
持
修
正
」
二
七
・
四
％
と
最
も
「
廃
棄
」
論
が
高
く
、
「
維
持
修
正
」
論
が
低
い
の
が
特徴である。
安保条約の将来を、ベトナム戦争観との関連でみると、実践
的把握の七五・六％が、安保「廃乗」を支持しているのは注目
さ
れ
る
。
構
造
的
把
握
は
、
実
践
的
把
握
よ
り
も
「
維
持
修
正
」
に
支
持
が流れる傾向がみられる。層別にみると（実数は少ないが）高
校
生
で
は
一
五
人
中
七
人
が
大
学
生
で
は
四
○
人
中
二
人
、
主
婦
で
は
四
一
人
中
八
人
の
比
で
、
構
造
的
把
握
が
「
維
持
修
正
」
論
に
流
れ
て
お
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㈹
能
性
を
断
ち
切
ら
れ
て
い
た
。
七年間をへだてた縦断的調査によって、日本人の”ヘトナム観は、主姉において榊造的・突践的榊えを広げ、六六年
時
点
で
流
励
的
で
あ
っ
た
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
槻
は
一
応
の
定
茄
を
み
た
。
し
か
し
、
商
校
生
で
は
、
心
附
・
脱
関
心
の
力
向
で
後
退
し
、
七
年の経過が彼らをマイナスの部分で跡づける結果となった。ちなみに、今調査時点で、高校生の自己評価を問うた調
査
を
実
施
し
た
が
、
こ
こ
で
も
彼
ら
の
自
己
価
値
は
鮫
も
低
く
目
の
前
に
せ
ま
っ
た
受
験
の
壁
の
前
で
、
友
人
関
係
の
断
絶
、
生
き
が
い
の喪失を記述していたことをつけ加えておく。大学生については、比較データーがなかったが、定式化した知識の積
み
並
ね
は
揃
校
生
に
比
べ
れ
ば
密
度
が
商
い
と
は
い
え
る
が
、
そ
の
知
識
は
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
し
て
お
り
、
主
体
的
な
行
為
に
ぬ
け
る
可
り
、
商
校
生
に
雌
も
そ
の
傾
向
が
強
く
、
大
学
生
、
主
姉
の
凧
に
な
る
。
蓉
観
的
把
握
に
な
る
と
、
維
持
修
正
と
廃
棄
に
二
分
す
る
。
こ
こ
で
も
商
校
生
の
「
維
持
修
正
」
支
持
は
、
大
学
生
、
主
姉
に
比
べ
て
高
い
。
心
勝
悲
し
み
は
、
無
回
答
が
墹
加
し
、
そ
の
分
「
廃
粟
」
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
心
情
反
応
は
脱
関
心
に
ち
か
く
、
ま
た
論
理
的
連
関
が
弱
い
た
め
無
回
答
に
流
れ
る
傾向が商いと考えられる。以下は回梓数が低いためクロス雌計はできなかったが、心情怒りは「廃棄」に判断みおく
りは「維持修正」に支持が高い傾向にあった。
こ
こ
で
も
主
姉
肘
の
安
保
条
約
に
対
す
あ
柵
え
ば
大
学
生
に
比
べ
て
鋭
い
。
ま
た
Ⅲ
噸
に
兇
た
よ
う
に
、
榊
造
的
把
握
は
小
柄
の
外
延
を
な
ぞ
る
主
知
主
義
に
か
た
む
き
、
体
験
を
再
組
織
す
る
方
向
に
ぬ
け
な
い
部
分
を
内
包
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
客
観
主
義
的
把
握
の
高
い
商
校
生
、
大
学
生
に
強
い
と
い
え
る
。
八
、
ま
と
め
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例
そ
し
て
、
と
の
間
の
マ
ス
操
作
が
一
層
と
の
方
向
を
位
置
づ
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
傭
報
源
、
送
り
内
容
の
偏
重
な
ど
。
本
調
査
で
は
三
ヶ
月
に
限
ら
れ
た
分
析
で
あ
っ
た
が
、
七
年
間
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
報
道
の
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る
か
た
り
よ
な容易に推測させるものがあった。
注、木調査は心理学実験室メンバー乾孝、中川作一との共同研究によるもので、第四○回応用心理学会に発表したものである。
本稿はそれに加飛したもので、その資任は化谷にある。
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